



































































































 　第4章「強制・集団接種体制の融解 ― 作為過
誤の再定義と公的責任の縮小（1976 ― 現在）」では、
現代にまで続く行政の責任を個人の責任へ転嫁し
ていく過程について述べられる。集団訴訟での敗
訴などを背景に94年の予防接種法改正によって、
「不作為過誤回避にせよ作為過誤回避にせよ、そ
れまで行政の責任領域を拡大する方向で行われて
きた予防接種行政が一転し、行政の領域が縮小す
るとともに個人（保護者）の責任領域が拡大した」
［225頁］。その結果、例えば、予防接種は義務で
はなくなるとともに積極的干渉を差し控えたうえ
で、保護者の同意を採る方式に変更された。 
 　最終章では、行政が実際に取ってきた過誤回避
のディレンマへの対処手法を分析している。行政
は予防接種に伴う諸問題を、当初は「不可視化」
し、次に顕在化してしまった過誤を「希釈化」し、
現在では保護者の同意を必須とするなどの責任の
「分散化」を図っていると、予防接種行政の責任
対処の推移を総括する。 
 　評者も国際政治の領域で「責任」を研究してお
り、本書から受けた影響は大きい。筆者が述べる
ように「医薬品承認制度における新薬承認の遅れ
や、児童虐待防止制度における間違った通報の問
題は、非難を招く「過誤」ではなく、いわば「社
会的コスト」として受忍されていることが、制度
の安定には不可欠」［26頁］であるとの指摘に賛
同するものである。その一方で、人々の犠牲を受
忍するような仕組みなり倫理の構築もまた、困難
を伴う。人々の生命を守るために人々を犠牲にす
る、という矛盾は、多くの人々にとって直感的に
は受け入れがたいものだからである。「社会的コ
スト」をどう社会的に構築していくのか、いくべ
きなのか、重要な課題を本書は、その企図を超え
て問題提起をしているように思える。 
 　なお、立命館大学の林芳紀先生には本書をご紹
介いただくとともに多大なご示唆を頂いた。記し
て感謝したい。本稿は、科学研究費補助金（若手
研究B　課題番号25870877「人道的介入の実践に
おける倫理 /非倫理の類型化―〈奪命の倫理〉探
求の準備研究」）の研究成果の一部である。 
